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「活
力
あ
る
元
気
な
ま
ち
」
実
現
に向
け
て
 

 

     

 

平
成
十
三
年
度
重

点
事
業
要
望
 

  

     

要
望
を
受
け
、旧
十
川
を
知
事
が視
察
 

「
中
央
市
街

地
の
活

性
化
に

つ
 

い
て
」
 

（
継
続
）
 

‘
 

当
市
の
中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
、
 

4
1
 

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
等
、
社
 

六
月
九
日
、
当
市
が
県
に
対
す
る
平
成
十
三
年
度
重
点
事
業
要
望
説
明
会
を
、
 

青
森
国
際
ホ
テ
ル
で
開
催
し
、木
村
知
事
は
じ
め
県
側
に
対
し
、成
田
市
長
ほ
か
、
 

市
の
関
係
者
、
及
び
西
北
五
選
出
県
議
会
議
員
並
び
に
市
議
会
か
ら
前
田
議
長
、
 

会
情
勢
の
急
激
な
変
化
に
対
し
て
、
西

北
津
軽
の
中
心
都
市
と
し
て
の
機
能
を

十
分
に
発
揮
で
き
ず
に
お
り
、
近
年
空

洞
化
が
顕
著
に
現
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、
市
街
地
活

性
化
の
起
爆
剤
と
し
て
の
複
合
拠
点
施

設
で
あ
る
、
（
仮
称
）
「
立
侵
武
多
の
館
」
 

の
建
設
を
は
じ
め
と
し
、
駐
車
場
の
整

備
、
さ
ら
に
は
区
画
整
理
事
業
の
導
入
 

等
に
よ
り
、
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
 

推
進
し
、
西
北
津
軽
の
魅
力
あ
る
中
心

都
市
と
し
て
再
活
性
化
を
図
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
、
係
る
各
種
制
 

度
、
施
策
等
の
ご
支
援
等
を
賜
わ
り
ま

す
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。
 

県
回

答
】
 

五
所
川
原
市
の
中
心
市
街
地
は
、
大

型
店
の
郊
外
移
転
や
近
隣
市
町
村
へ
の

出
店
な
ど
に
よ
り
、
空
き
店
舗
が
発
生

し
、
商
店
街
へ
の
回
遊
性
が
失
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
 

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
五
所
川
原
 
 

市
に
お
い
て
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
に
向
け
て
、
 「中
心
市
街
地
活
性
化

法
」
 
に基
づ
く
基
本
計
画
が
、
本
年
六

月
に
策
定
さ
れ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
 

県
に
お
い
て
は
、
中
心
市
街
地
活
性

化
法
の
施
行
を
踏
ま
え
て
、
庁
内
二
十

一
課
か
ら
な
る
「
中
心
市
街
地
活
性
化

庁
内
連
絡
会
議
」
を
設
け
、
市
町
村
の

基
本
計
画
や
そ
れ
に
基
づ
く
商
店
街
振

興
策
等
の
円
滑
な
推
進
に
つ
い
て
一
元

的
な
助
言
、
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。
 

県
と
し
て
は
、
五
所
川
原
市
に
お
け

る
中
心
市
街
地
活
性
化
の
推
進
に
つ
い

て
、
（
仮称
）
「立
侵
武
多
の
館
」
 
の建

設
や
都
市
再
生
区
画
整
理
事
業
等
、
且
（
 

体
的
な
事
業
展
開
に
つ
い
て
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
国
及
び
関
係
部
局
と
連

携
を
図
り
つ
つ
、
引
き
続
き
積
極
的
に

支
援
し
て
参
り
ま
す
。
 

「主
要
地
方
道
青
森
五
所
川
原
線
の

バ
イ
パ
ス
建
設
に
つ
い
て
」
（
継
続
）
 

当
市
レ
」
白森
市
と
を
最
短
で
結
ぶ
主

要
地
方
道
青
森
五
所
川
原
線
は
、
狭
隆

で
急
カ
ー
ブ
、
急
勾
配
の
区
間
が
多
く

し
か
も
冬
期
間
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
現
状

に
あ
り
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
青
森
環
状
線
と
連

結
す
る
こ
と
に
よ
る
地
域
連
携
の
強
化

及
び
防
災
上
の
観
点
か
ら
広
域
幹
線
道

路
の
通
年
で
の
複
数
確
保
を
図
る
た
め
、
 

本
路
線
の
バ
ィ
パ
ス
建
設
を
引
き
続
き
 
 

要
望
い
た
し
ま
す
。
 

県
回
答
】
 

こ
の
青
森
五
所
川
原
線
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
在
、
狭
院
及
び
急
カ
ー
ブ
区

間
に
つ
い
て
重
点
的
に
整
備
を
進
め
て

お
り
、
平
成
十
年
度
よ
り
飯
詰
工
区
延

長
二
』
、
及
び
平
成
七
年
度
よ
り
野
木

和
工
区
延
長
三

・
四
』
に
事
業
着
手
し

て
お
り
ま
す
。
今
年
度
、
飯
詰
工
区
に

つ
い
て
は
、
調
査

・
設
計
、
ま
た
野
木

和
工
区
に
つ
い
て
は
用
地
取
得
及
び
一

部
工
事
の
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。
 

ご
要
望
の
バ
イ
パ
ス
計
画
に
つ
い
て

は
、
山
岳
部
を
通
る
大
規
模
な
事
業
に

な
る
こ
と
か
ら
、
周
辺
道
路
の
関
わ
り

や
整
備
手
法
等
の
検
討
を
行
う
必
要
が

あ
り
、
昨
年
度
か
ら
既
存
資
料
に
よ
る

ル
ー
ト
検
討
等
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
設
計
条
件
の

整
理
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
 

今
後
と
も
、
気
象
観
測
や
道
路
網
の

あ
り
方
、
交
通
配
分
計
画
、
整
備
効
果

の
把
握
等
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
 

「直
轄
消
流
雪
用
水
導
入
事
業
の

新
規
採
択
に

つ
い
て
」
 
（
新
規
）
 

西
北
津
軽
地
域
の
交
通
の
要
で
あ
る

当
市
は
、
近
隣
市
町
村
か
ら
の
交
通
量

も
多
く
、
特
に
冬
期
間
に
は
積
雪
に
よ

り
、
歩
道
は
お
ろ
か
車
道
の
幅
員
が
狭

め
ら
れ
、
歩
行
者
及
び
生
活
者
の
安
全

の
確
保
が
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
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その他の要望事業 

第一部 最重点要望事業 

文書要望 

路線バス維持施策
への支援にっいて 

規制援和後の調整に
必要となる」」Il域協議会
の早期立ち上げと路線
バス確保施策への財源
措置要望 

八
ソム
 

中心市街地内の公
園整備にっいて 

堰の有効利用などを
図り、市民の憩いの場
となる公園の整備促進
要望 

n
く
リ
 

青森テクノポリス
ハイテク工業団地
漆川への企業誘致
の促進にっいて 

青森県計画である西
北五地域拠点農工団地
への企業誘致の促進を
要望 

4
け
 

幹線道路の整備促
進にっいて 

地域間交流、地域振
興のため津軽自動車道、 
国道339号五所川原北
バイパス、主要地方道
五所川原黒石線のバイ
パス化などの整備促進
を要望 

第ニ部 重点要望事業 

文書要望 

に
リ
  

（仮称）地区公園の
整備促進にっいて 

新市街」也への（仮）地
区公園整備の早期実現
にっいての支援等を要
望 

R
v
 
 

社会保険事務所の
設置にっいて 

西北五地域の年金受
給者への行政サービス
のため、当市への設置
を要望 

7
  

「弘前拠点都市地
域」 の整備の促進
にっいて 

当市の副都心である 
「石岡、姥庖地区」 と 
「中心市街地区」 の共
存繁栄のための整備を
要望 

只
リ
 

津軽半島循環道路
の整備促進にっい
て 

半島が持っ自然、歴
史、文化等の資源の一
層の活用を図るため、 
津軽半島循環道路（国
道280号、339号）等の更
なる整備促進を要望 

平
山
副
議
長
、
福
士
総
務
常
任
委
員
長
が
出
席
し
、
「活
力
あ
る
元
気
な
ま
ち
」
 

実
現
に
向
け
中
心
市
街
地
の
活
性
化
な
ど
、
十
二
項
目
の
重
点
事
業
に
つ
い
て

要
望
し
ま
し
た
。
 

特
に
成
田
市
長
と
県
議
か
ら
の
旧
十
川
の
早
急
な
改
修
を
求
め
た
の
を
受
け
、
 

六
月
十
四
日
、
木
村
知
事
が
旧
十
川
、
ニ
ケ
所
の
現
地
を
視
察
し
、
こ
の
う
ち

鶴
ケ
岡
福
田
地
区
で
説
明
を
聞
い
た
知
事
は
、
 「逆
流
し
た
り
洪
水
に
な
る
よ

う
な
こ
と
が
い
つ
ま
で
も
続
い
て
は
い
け
な
い
。
こ
こ
三
年
以
内
で
一
・
五
』
 

の
河
川
の
改
修
工
事
を
完
了
さ
せ
る
」
と
地
域
住
民
に
明
』1口
しま
し
た
。
 '

 

ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
冬
期
間
に
お
け
る

安
全
で
快
適
な
都
市
・
生
活
環
境
を
創

出
す
る
た
め
、
当
事
業
の
新
規
採
択
に

つ
い
て
、
特
段
の
ご
支
援
、
ご
要
望
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

県
回
答
】
 

建
設
省
と
し
て
は
、
平
成
十
三
年
度

消
流
雪
用
水
導
入
事
業
の
新
規
採
択
要

望
を
し
て
行
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
 

県
と
し
て
も
新
規
採
択
を
国
へ
働
き
か

け
て
参
り
ま
す
。
 

「
一
級
河
川
岩
木
川
水
系
に

お
け
る
治
水
事
業
の
促
進
に
 

つ
い
て
」
 

（
継続
）
 

当
市
に
は
、
岩
木
川
、
十
川
、
旧
＋

川
が
貫
流
し
て
お
り
ま
す
が
、
近
年
に

お
い
て
も
洪
水
の
被
害
が
発
生
し
て
お

り
、
地
域
住
民
は
甚
大
な
被
害
を
被
っ

て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
岩
木
川
の
治
水
施

設
と
し
て
の
「
津
軽
ダム
の
早
期
完
成
」
 

と
「
十
川
・
旧
十
川
の
改
修
事
業
」
 
の

促
進
を
要
望
い
た
し
ま
す
。
 

県
回
答
】
 

「
津
軽
ダム
の
早
期
完
成
に
つ
い
て
」
 

で
あ
り
ま
す
が
、
津
軽
ダ
ム
は
建
設
省

の
直
轄
ダ
ム
と
し
て
事
業
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
昨
年
度
、
用
地
補
償
基
準
を

提
示
し
、
今
年
度
早
期
の
同
意
・
妥
結

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
 

今
後
も
諸
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
本
ダ
ム
の
重
要
性
、
緊
急
性
を
関

係
方
面
に
訴
え
、
早
期
完
成
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
国
に
要
望
し
て
参
り
ま
す
。
 

十
川
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
岩
木
川

合
流
点
か
ら
広
田
橋
ま
で
を
重
点
区
間
と

定
め
、
こ
れ
ま
で
J
R
橋
、湊
橋
、栄
橋
、
 

花
菖
蒲
橋
の
架
替
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
平
成
十
二
年
度
は
栄
橋
地
 
 

点
の
旧
堤
撤
去
及
び
広
田
橋
の
架
替
に

着
手
し
、
さ
ら
に
広
田
団
地
の
家
屋
移

転
補
償
に
つ
い
て
用
地
国
債
を
充
当
し
、
 

事
業
を
促
進
し
て
参
り
ま
す
。
 

旧
十
川
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
六

年
八
月
の
豪
雨
を
契
機
に
緊
急
施
行
計

画
を
立
て
、
下
平
井
工
区
、
藻
川
工
区
、
 

川
山
工
区
を
ほ
ぽ
完
成
さ
せ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
十
川
橋
か
ら

津
軽
鉄
道
ま
で
の
区
間
五
百
m
に
つ
い

て
も
、
平
成
十
年
度
ま
で
に
ほ
ぼ
完
成

さ
せ
て
お
り
ま
す
。
 

今
後
は
、
計
画
区
域
の
築
堤
（
暫堤
）
 

が
ほ
ぼ
完
成
し
た
こ
と
か
ら
、
暫
定
河

道
で
整
備
さ
れ
た
河
積
が
狭
い
部
分
の

掘
削
を
促
進
し
、
当
該
河
川
の
流
下
能

力
の
向
上
を
図
り
、
治
水
安
全
度
の
確

保
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
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その他の要望事業 

第一部 最重点要望事業 

文書要望 

路線バス維持施策
への支援にっいて 

規制援和後の調整に
必要となる」」Il域協議会
の早期立ち上げと路線
バス確保施策への財源
措置要望 

八
ソム
 

中心市街地内の公
園整備にっいて 

堰の有効利用などを
図り、市民の憩いの場
となる公園の整備促進
要望 

n
く
リ
 

青森テクノポリス
ハイテク工業団地
漆川への企業誘致
の促進にっいて 

青森県計画である西
北五地域拠点農工団地
への企業誘致の促進を
要望 

4
け
 

幹線道路の整備促
進にっいて 

地域間交流、地域振
興のため津軽自動車道、 
国道339号五所川原北
バイパス、主要地方道
五所川原黒石線のバイ
パス化などの整備促進
を要望 

第ニ部 重点要望事業 

文書要望 

に
リ
  

（仮称）地区公園の
整備促進にっいて 

新市街」也への（仮）地
区公園整備の早期実現
にっいての支援等を要
望 

R
v
 
 

社会保険事務所の
設置にっいて 

西北五地域の年金受
給者への行政サービス
のため、当市への設置
を要望 

7
  

「弘前拠点都市地
域」 の整備の促進
にっいて 

当市の副都心である 
「石岡、姥庖地区」 と 
「中心市街地区」 の共
存繁栄のための整備を
要望 

只
リ
 

津軽半島循環道路
の整備促進にっい
て 

半島が持っ自然、歴
史、文化等の資源の一
層の活用を図るため、 
津軽半島循環道路（国
道280号、339号）等の更
なる整備促進を要望 

平
山
副
議
長
、
福
士
総
務
常
任
委
員
長
が
出
席
し
、
「活
力
あ
る
元
気
な
ま
ち
」
 

実
現
に
向
け
中
心
市
街
地
の
活
性
化
な
ど
、
十
二
項
目
の
重
点
事
業
に
つ
い
て

要
望
し
ま
し
た
。
 

特
に
成
田
市
長
と
県
議
か
ら
の
旧
十
川
の
早
急
な
改
修
を
求
め
た
の
を
受
け
、
 

六
月
十
四
日
、
木
村
知
事
が
旧
十
川
、
ニ
ケ
所
の
現
地
を
視
察
し
、
こ
の
う
ち

鶴
ケ
岡
福
田
地
区
で
説
明
を
聞
い
た
知
事
は
、
 「逆
流
し
た
り
洪
水
に
な
る
よ

う
な
こ
と
が
い
つ
ま
で
も
続
い
て
は
い
け
な
い
。
こ
こ
三
年
以
内
で
一
・
五
』
 

の
河
川
の
改
修
工
事
を
完
了
さ
せ
る
」
と
地
域
住
民
に
明
』1口
しま
し
た
。
 '

 

ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
冬
期
間
に
お
け
る

安
全
で
快
適
な
都
市
・
生
活
環
境
を
創

出
す
る
た
め
、
当
事
業
の
新
規
採
択
に

つ
い
て
、
特
段
の
ご
支
援
、
ご
要
望
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

県
回
答
】
 

建
設
省
と
し
て
は
、
平
成
十
三
年
度

消
流
雪
用
水
導
入
事
業
の
新
規
採
択
要

望
を
し
て
行
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
 

県
と
し
て
も
新
規
採
択
を
国
へ
働
き
か

け
て
参
り
ま
す
。
 

「
一
級
河
川
岩
木
川
水
系
に

お
け
る
治
水
事
業
の
促
進
に
 

つ
い
て
」
 

（
継続
）
 

当
市
に
は
、
岩
木
川
、
十
川
、
旧
＋

川
が
貫
流
し
て
お
り
ま
す
が
、
近
年
に

お
い
て
も
洪
水
の
被
害
が
発
生
し
て
お

り
、
地
域
住
民
は
甚
大
な
被
害
を
被
っ

て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
岩
木
川
の
治
水
施

設
と
し
て
の
「
津
軽
ダム
の
早
期
完
成
」
 

と
「
十
川
・
旧
十
川
の
改
修
事
業
」
 
の

促
進
を
要
望
い
た
し
ま
す
。
 

県
回
答
】
 

「
津
軽
ダム
の
早
期
完
成
に
つ
い
て
」
 

で
あ
り
ま
す
が
、
津
軽
ダ
ム
は
建
設
省

の
直
轄
ダ
ム
と
し
て
事
業
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
昨
年
度
、
用
地
補
償
基
準
を

提
示
し
、
今
年
度
早
期
の
同
意
・
妥
結

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
 

今
後
も
諸
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
本
ダ
ム
の
重
要
性
、
緊
急
性
を
関

係
方
面
に
訴
え
、
早
期
完
成
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
国
に
要
望
し
て
参
り
ま
す
。
 

十
川
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
岩
木
川

合
流
点
か
ら
広
田
橋
ま
で
を
重
点
区
間
と

定
め
、
こ
れ
ま
で
J
R
橋
、湊
橋
、栄
橋
、
 

花
菖
蒲
橋
の
架
替
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
平
成
十
二
年
度
は
栄
橋
地
 
 

点
の
旧
堤
撤
去
及
び
広
田
橋
の
架
替
に

着
手
し
、
さ
ら
に
広
田
団
地
の
家
屋
移

転
補
償
に
つ
い
て
用
地
国
債
を
充
当
し
、
 

事
業
を
促
進
し
て
参
り
ま
す
。
 

旧
十
川
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
六

年
八
月
の
豪
雨
を
契
機
に
緊
急
施
行
計

画
を
立
て
、
下
平
井
工
区
、
藻
川
工
区
、
 

川
山
工
区
を
ほ
ぽ
完
成
さ
せ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
十
川
橋
か
ら

津
軽
鉄
道
ま
で
の
区
間
五
百
m
に
つ
い

て
も
、
平
成
十
年
度
ま
で
に
ほ
ぼ
完
成

さ
せ
て
お
り
ま
す
。
 

今
後
は
、
計
画
区
域
の
築
堤
（
暫堤
）
 

が
ほ
ぼ
完
成
し
た
こ
と
か
ら
、
暫
定
河

道
で
整
備
さ
れ
た
河
積
が
狭
い
部
分
の

掘
削
を
促
進
し
、
当
該
河
川
の
流
下
能

力
の
向
上
を
図
り
、
治
水
安
全
度
の
確

保
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
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七
月
一
日
に
就
任
し
た
岩
見
貞
夫
助
役
 

議
 

ム
云
 

平
 
成
 十
 
ニ
 
年
 
第
 
三
 回
 
定
 
例
 
会
 

平
成
十
二年
五
所
川
原
市
議会
第
三
回定
例
会
が
、六
月
八
日
か
ら
十
九日
ま
で

十
二
日
間
の
日程
で
開
催
さ
れ
、平
成
十
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
二
十
五

議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
、
認
定
、
議
員
提
出
議
案
二
件
の
意見
書
を
可
決

し
ま
し
た
。
ま
た
、
人
事
案
件
で
は
、菊
池
助
役
が
辞
表
を
提
出
し
た
の
に
伴
い
助

役
に
岩
見
貞
夫
氏
、教
育
委
員
に
小
林
克
己
氏
、
原
田
信
夫
氏
がそ
れ
ぞ
れ
選
任
さ

れ
閉
会
し
ま
し
た
。
 

岩
見
助
役
は
、県
教
育
次
長
、
県
立

郷
土
館
長
な
どを
歴
任
し
て
、
九
年
八

月
か
ら
市
教
育
長
を
六月
三
十
日
ま
で

勤
め
て
い
ま
した
。
 

就
任
に
あ
た
り
新助
役
は
、
 「市
長

が
目
指
す
活
力
あ
る
元
気
な
五
所川
原

づ
く
り
の
た
め
頑
張
って
い
き
ま
す
」
 

と
、
力
強
く
抱
負
を
述
べ
ま
した
。
 

［
可
決
・

承
認

さ
れ
た
議
案
］
 

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
八
件
（
平
成
十
一年
度
五

所
川
原
市
一般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
）
 

▽
平
成
十
二
年
度
五
所
川
原
市
一
般

会
計
補
正
予
算
ほ
か
一
件
 

・

一
般
会
計
は
、
八
億
六
千
四
百
七

十
三
万
五
千
円
を
増
額
し
て
総
額
一
一

百
二
十
二
億
八
千
四
百
七
十三
万
五

千
円
に
 

▽
青
森県
市
町村
職
員
退
職
手
当
等
組

合
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
案

▽
青
森
県
市
町
村
等
非
常
勤
職
員
公

務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
一
部
を
 

中
心
商
店
街
に
彩

り
を
 

東
北
電
力
五
所
川
原
営
業
所
が

花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置
 

六
月
十
五
日
、東
北
電
力
五
所
川
原

営
業
所
（川
上
秀
夫
所
長
）
は
、ひ
ま

わ
り
幼
稚
園
や
大
町
商
店
街
の協
力
を

得
て
中
心
店
街
に花
を
植
え
た
プ
ラ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
ま
ち
に
彩
り
を
添
え

て
買
い物
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
 

観
光
に
一
役
 

ミ
二
立
侵
武
多
が
登
場
 

五
所
川
原
市
観光
協
会
（
寺
田春
一

会
長
）
は
、観
光
事
業の
P
R
活
動
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
高
さ
四
m
の
立
侵

武
多
「
飛
天
」
（
三
上
敦行
製
作
）
を

市
に
寄
贈
。
市
で
は
ミ
ニ
立
侵
武
多

を
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー
に
設
置
し
ま

し
た
。
 

5
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
 

⑨
養
護
老
人
ホ
ー
ムく
る
み
園
へ
 

〇
藤
産
業
ボラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
（
杉
山薫
代
表
）
廿
奉仕

（
十八
人
に
よ
る
 

園
外
の
草
刈
り
）
。
 

〇
一
五
会
（福
井
美
千
代
代
表
・
木
造
町）
H
慰
問
（
七
人
によ
る
歌

・
踊
り
・
 

三
味
線
演
奏
）
。
 

⑥
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
 

〇
山
百
合
会
（
柏
谷
ミ
キ
エ代
表
・
木
造
町）
n
慰
間
（
十
二人
に
よ
る
歌
・踊
 

り
）
、寄
贈
（
卵
八十
個
）
。
 

〇
市
老
連芸
能
部
（佐
々
木
ミ
エ
代
表
）
且
慰
間
（
六
十
五
人
によ
る
歌

・
踊
り
）
。
 

〇
天
理
教
東
松
島
分
協
会
青
空
ボ
ラ
ンテ
ィ
ア
（
小
野
道
幸
代
表
）
廿
奉
仕
（
多
 

目
的
ホ
ー
ル
の
百
五
十
枚
の
窓
ガ
ラ
ス
拭
き
）
。
 

@
n
II、
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
飯
詰
へ
 

〇
五
所
川
原
市
畳
組
合
（
木
村
栄佐
夫
組
合長
）
」
九
人
によ
る
畳
表
替
え
奉仕
 

（
二
十六
畳
半
）
。
 

⑥
五
所
川
原
市
へ
 

〇
医
療
法
人
白
生
会
胃
腸病
院

（
佐藤
浩
平
会
長
）
廿寄
贈
（
小
、中
学
生
用
の
 

一
一
尺
五
寸
太
鼓
五
基
、台
車
付
）
。
 

〇
東
北
電
力
株
式会
社
五
所
川
原
営
業
所
（川
上
秀
夫
営
業
所
長
）
 
・
株
式

会
社
 

ユ
ア
テ
ック
五
所
川
原
営
業所
（
古
川
武
春
所
長
）
且寄
贈
（
グ
ロ
ー
ブ型
ポ
 

ー
ル
ラ
イ
ト
二
基
）
と
が
わ
児
童
公
園
へ
設
置
。
 

 

善
意
の
花
か
ご
 

 

変
更
す
る
規
約
案
 

▽
西
北
五
広
域
福
祉
事
務
組
合
規
約

の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
案
 

▽
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
二
件
（
産

経
会
館
・
商
工
会
議
所
所
有
分
と
仮

称
統
合
小
学校
用
地
土
地
取
得
分）
 

▽
市
道
路
線
の廃
止
に
つ
い
て
二
件

▽
市
道
路
線
の
認定
に
つ
い
て
五
件

▽
議
員
提
出
議
案
二
件
 

・

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
維

持
に
関
す
る
意
見書
 

・

道
路
特
定
財
源
制
度
の
堅持
に
関

す
る
意
見
書
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七
月
一
日
に
就
任
し
た
岩
見
貞
夫
助
役
 

議
 

ム
云
 

平
 
成
 十
 
ニ
 
年
 
第
 
三
 回
 
定
 
例
 
会
 

平
成
十
二年
五
所
川
原
市
議会
第
三
回定
例
会
が
、六
月
八
日
か
ら
十
九日
ま
で

十
二
日
間
の
日程
で
開
催
さ
れ
、平
成
十
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
二
十
五

議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
、
認
定
、
議
員
提
出
議
案
二
件
の
意見
書
を
可
決

し
ま
し
た
。
ま
た
、
人
事
案
件
で
は
、菊
池
助
役
が
辞
表
を
提
出
し
た
の
に
伴
い
助

役
に
岩
見
貞
夫
氏
、教
育
委
員
に
小
林
克
己
氏
、
原
田
信
夫
氏
がそ
れ
ぞ
れ
選
任
さ

れ
閉
会
し
ま
し
た
。
 

岩
見
助
役
は
、県
教
育
次
長
、
県
立

郷
土
館
長
な
どを
歴
任
し
て
、
九
年
八

月
か
ら
市
教
育
長
を
六月
三
十
日
ま
で

勤
め
て
い
ま
した
。
 

就
任
に
あ
た
り
新助
役
は
、
 「市
長

が
目
指
す
活
力
あ
る
元
気
な
五
所川
原

づ
く
り
の
た
め
頑
張
って
い
き
ま
す
」
 

と
、
力
強
く
抱
負
を
述
べ
ま
した
。
 

［
可
決
・

承
認

さ
れ
た
議
案
］
 

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
八
件
（
平
成
十
一年
度
五

所
川
原
市
一般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
）
 

▽
平
成
十
二
年
度
五
所
川
原
市
一
般

会
計
補
正
予
算
ほ
か
一
件
 

・

一
般
会
計
は
、
八
億
六
千
四
百
七

十
三
万
五
千
円
を
増
額
し
て
総
額
一
一

百
二
十
二
億
八
千
四
百
七
十三
万
五

千
円
に
 

▽
青
森県
市
町村
職
員
退
職
手
当
等
組

合
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
案

▽
青
森
県
市
町
村
等
非
常
勤
職
員
公

務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
一
部
を
 

中
心
商
店
街
に
彩

り
を
 

東
北
電
力
五
所
川
原
営
業
所
が

花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置
 

六
月
十
五
日
、東
北
電
力
五
所
川
原

営
業
所
（川
上
秀
夫
所
長
）
は
、ひ
ま

わ
り
幼
稚
園
や
大
町
商
店
街
の協
力
を

得
て
中
心
店
街
に花
を
植
え
た
プ
ラ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
ま
ち
に
彩
り
を
添
え

て
買
い物
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
 

観
光
に
一
役
 

ミ
二
立
侵
武
多
が
登
場
 

五
所
川
原
市
観光
協
会
（
寺
田春
一

会
長
）
は
、観
光
事
業の
P
R
活
動
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
高
さ
四
m
の
立
侵

武
多
「
飛
天
」
（
三
上
敦行
製
作
）
を

市
に
寄
贈
。
市
で
は
ミ
ニ
立
侵
武
多

を
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー
に
設
置
し
ま

し
た
。
 

5
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
 

⑨
養
護
老
人
ホ
ー
ムく
る
み
園
へ
 

〇
藤
産
業
ボラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
（
杉
山薫
代
表
）
廿
奉仕

（
十八
人
に
よ
る
 

園
外
の
草
刈
り
）
。
 

〇
一
五
会
（福
井
美
千
代
代
表
・
木
造
町）
H
慰
問
（
七
人
によ
る
歌

・
踊
り
・
 

三
味
線
演
奏
）
。
 

⑥
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
 

〇
山
百
合
会
（
柏
谷
ミ
キ
エ代
表
・
木
造
町）
n
慰
間
（
十
二人
に
よ
る
歌
・踊
 

り
）
、寄
贈
（
卵
八十
個
）
。
 

〇
市
老
連芸
能
部
（佐
々
木
ミ
エ
代
表
）
且
慰
間
（
六
十
五
人
によ
る
歌

・
踊
り
）
。
 

〇
天
理
教
東
松
島
分
協
会
青
空
ボ
ラ
ンテ
ィ
ア
（
小
野
道
幸
代
表
）
廿
奉
仕
（
多
 

目
的
ホ
ー
ル
の
百
五
十
枚
の
窓
ガ
ラ
ス
拭
き
）
。
 

@
n
II、
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
飯
詰
へ
 

〇
五
所
川
原
市
畳
組
合
（
木
村
栄佐
夫
組
合長
）
」
九
人
によ
る
畳
表
替
え
奉仕
 

（
二
十六
畳
半
）
。
 

⑥
五
所
川
原
市
へ
 

〇
医
療
法
人
白
生
会
胃
腸病
院

（
佐藤
浩
平
会
長
）
廿寄
贈
（
小
、中
学
生
用
の
 

一
一
尺
五
寸
太
鼓
五
基
、台
車
付
）
。
 

〇
東
北
電
力
株
式会
社
五
所
川
原
営
業
所
（川
上
秀
夫
営
業
所
長
）
 
・
株
式

会
社
 

ユ
ア
テ
ック
五
所
川
原
営
業所
（
古
川
武
春
所
長
）
且寄
贈
（
グ
ロ
ー
ブ型
ポ
 

ー
ル
ラ
イ
ト
二
基
）
と
が
わ
児
童
公
園
へ
設
置
。
 

 

善
意
の
花
か
ご
 

 

変
更
す
る
規
約
案
 

▽
西
北
五
広
域
福
祉
事
務
組
合
規
約

の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
案
 

▽
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
二
件
（
産

経
会
館
・
商
工
会
議
所
所
有
分
と
仮

称
統
合
小
学校
用
地
土
地
取
得
分）
 

▽
市
道
路
線
の廃
止
に
つ
い
て
二
件

▽
市
道
路
線
の
認定
に
つ
い
て
五
件

▽
議
員
提
出
議
案
二
件
 

・

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
維

持
に
関
す
る
意
見書
 

・

道
路
特
定
財
源
制
度
の
堅持
に
関

す
る
意
見
書
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ひ
と
り
親
家
庭
等
の
 

医
療
費
給
付
受
給
資
格
の
更
新
 

福
祉
事
務
所
生

活
福
祉
課
 

児
童
家
庭
係
 
内
線

5
4
6
 

か
け
く
だ
さ
い
）
 

◇
日
 
程
 

7
/
1
1因
・
2
5因
・
8
/
 

2
1囲
・
9
/
1
2因
・
2
6因
（
8
月
の

開
催
日
に
注
意
）
 

◇
時
 
間
 
1
0時
ー
1
1時
3
0分
 

市
で
は
、
所
得
の
少
な
い
ひ
と
り
親

家
庭
等
の
医
療
費
の
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
に
よ
り
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
 

デ
か

お
知
 

厚
生
年
金
に
関
す
る
 

相
談
の
お
知
ら
せ
 

消
防
屯
所サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
に「
い
て
 

五
所
川
原
市
消
防団
 

働
く
婦
人
の
家
生
活
講
座

受
講
生
募
集
 

市
働
く
婦
人
の
家
 雪
（3
5)
8
89
8
 

試
験
及
び
講
習
会
の
お
知
ら
せ

消
防
本
部
 
合
（3
5)
2
0
1
9
 

《
防火
管
理
に
関
す
る
講
習
》
 

◇
と
き
 
8
月
1
0日
・
1
1旦

2
日
間
）
 

◇
会
場
 
オ
ル
テ
ン
シ
ア
 

◇
対
象
者
 
消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
 

る
防
火
対
象
物
（
学
校
・
病
院・店
舗

等
で
）
、防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を

遂
行
で
き
る
管
理
的
監
督
的
立
場
に

あ
る
者
 

◇
受
付
期
間
 
7
月
3
日
1
7
月
2
5日
 

※
土
、
日
及
び
祝
日
を
除
く
 

《消
防
設
備
士
試
験
》
 

◇
と
き
 
8
月
2
7日
卿
 

◇
会
場
 
青
森市
 

◇
受
付
期
間
 
7
月
1
8日

1
7
月
2
8日
 

《消
防
設
備
士
試
験
事
前
講
習
》
 

◇
と
き
 
7
月
2
7日
困
 
共
通
法
令
 

◇
と
き
 
7
月
2
8日
圏
 
構
造
整
備
等
 

◇
会
場
 
青
森
市
 

◇
受
付
期
間
 
7
月
5
日
1
7
月
1
8日
 

五
所
川
原
市
消
防団
で
は
、
消
防
団

員
の
非
常
呼
集
訓
練
の
一
環
と
し
て
毎

月
1
5日
、
各
屯
所
の
サ
イ
レ
ン
を
一
斉

に
吹
鳴
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
 

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

●

4
月
か
ら
1
0月
ま
で
 
6
時
 

●

1
1月
か
ら
3
月
ま
で
 
7
時
 

合
同
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ
 

市
民
課
 

内
線
2
2
0
 

五
所
川
原
市
街
ぐ
る
み
人
権
啓
発
活

動
事
業
推
進
協
議
会
で
は
、人
権
相
談
、
 

行
政
相
談
、
法
律
相
談
の
合
同
相
談
所

を
開
設
い
た
し
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。
 

法
律
相
談
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

◇
日
 
時
 
7
月
2
0日
困
 
1
0時
3
0分
 

ー
1
5時
 

◇
場
 
所
 
ェ
ル
ム
の
街
s
c
2
階

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ

ー
 

〔精
進
料
理
教
室
〕
 

●

7
月
2
2日
田
 
9
時
3
0分
ー
1
2時
3
0
 

分
 

◇
講
 
師
 
竹
林
恵
子
さ
ん
 

市
民
民
謡
教
室
の
お
知
ら
せ

教
育
委員
会
生
涯学
習
課
内
線
5
5
6
 

ー
創
作
民
謡
をう
た
お
う
 

初
心
者
大
歓
迎
ー
 

◇
講
 
師
 
長
尾
武
一
さ
ん
（市
伝
統
 

文
化
功
労
賞
受
賞
者
）
 

◇
対
象
者
 
どな
た
で
も
（
受
講
料
無
 

料
）
 

◇
会
 
場
 
中
央
公
民
館
（
直
接
お
出
 

1
0時
3
0分
 

一
 

'
 

円
）
 

◇
新
規
申
請
手続
き
（
新
規
の
方
は
次
 

の
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）
 

●

保
険
証
・
印
鑑
 

●

所
得
等
証
明
書
（
平
成
1
2年
度
）
 

◇
申
請
は
随
時
受
付
け
し
て
い
ま
す
。
 

弘
前
社
会
保
険
事
務
所
 

公
0
1
7
2
(
2
7)
1
3
1
0
 

弘
前
社
会
保
険
事
務
所
で
は
毎
月
一

回
、
第
4
水
曜
日
に
厚
生
年
金
に
関
す

る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

年
金
手
帳
、
年
金
証
書
な
ど
持
参
の

上
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
お

早
め
に
ど
う
ぞ
。
 

◆
日
程
 
7
月
2
6日
困
、
9
月
2
7日
困

◆
場
所
 
五
所
川
原
商
工
会館
（
J
R
 

五
所
川
原
駅
横
）
 

◆
時
間
 
1
1時
ー
1
4時
3
0分
 

※
8
月
の
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

平
成
1
2年
4
月
か
ら
重
度
の
視
覚
障

害
者
や
脳
性
ま
ひ
等
全
身
性
の
障
害
を

持
つ
方
が
外
出
す
る
際
、
付
添
い
を
行

う
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。
 

◇
利
用
対
象
者
 

市
内
に
居
住
し
、
重
度
の
視
覚
障
害

者
や
脳
性
ま
ひ
等
全
身
性
の
障
害
を
も

つ
方
で
、外
出
の
際
に
適
当
な
付
添
い

が
必
要
な
方
。
 

◇
用
途
 

◇
派
遣
手
数
料
 

利
用
さ
れ
る
方
e
前
年
の
所
得
に
よ

り
、
1
時
間
当
た
り
最
高
9
5
0
円
か

ら
0
円
ま
で
に
な
り
ま
す
。
 

＊
手
数
料
以
外
の
外
出
に
か
かる
交
通
 

費
等
は
、
利
用
者
負
担
に
な
り
ま
す
。
 5
 

制
度
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
 

病
院
や
公
的
機
関
へ
の
用
事
、
研
修
 

◇
更
新
手
続
き
（
既
に
受
給
さ
れ
て
い
 

や
講
演
な
ど
の
社
会
参
加
促
進
の
た
め
 

る
方
は
次
の
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）
 
の外
出
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
 原
則
と
 

●

受
給
資
格
通
知
書
・
保
険証
・
印
鑑
 
し
て
、
市
内
の
外
出
に
限
り
ま
す
。
 

●

所
得
等
証
明
書
（
平
成
1
2年
度
）
 
◇

利
用
時
間
 

◇
期
間
 
7
月
3
日
の
1
7
月
1
0日
囲
 
年
末

年
始
を
除
く
毎
日
。
午
前
9
時
 

◇
対
象
者
 
か

ら
1
7時
ま
で
ご
利
用
で
き
、
派
遣
時
 

●

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
父
又
は母
が
扶
 
間
は

原
則
と
し
て
1
日
4
時
間
で
す
。
 

養
す
る
児
童
及
び
父
母
の
い
な
い
児
 
◇
申
請
方
法
 

童
（
満
1
8歳
ま
で
）
 
社
会

福
祉
協
議
会
に
あ
る
申
請
書
で
 

●

右
記
の
児
童
を
養
育
す
る
父
又
は
母
 
外
出
す

る
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
お
申
 

（
た
だ
し
、自
己
負
担
が
1
0
0
0
 
込
み
く
だ
さ
い
。
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働
く
婦
人
の
家
生
活
講
座

受
講
生
募
集
 

市
働
く
婦
人
の
家
 
晋（3
5)
88
9
8
 

試
験
及
び
講
習
会
の
お
知
ら
サ

消
防
本
部
 
公
（3
5)
2
0
1
9
 

《
防火
管
理
に
関
す
る
講
習》
 

◇
と
き
 
8
月
1
0日
・
1
1日
（2
日
間
）
 

◇
会
場
 
オ
ル
テ
ン
シ
ア
 

◇
対
象
者
 
消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
 

る
防
火
対
象
物
（
学
校
・
病
院・店
舗

等
で
）
、防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を

遂
行
で
き
る
管
理
的
監
督
的
立
場
に

あ
る
者
 

◇
受
付
期
間
 
7
月
3
日
1
7
月
2
5日
 

※
土
、
日
及
び
祝
日
を
除
く
 

《
消
防設
備
士
試
験
》
 

◇
と
き
 
8
月
2
7日
卿
 

◇
会
場
 
青
森
市
 

◇
受
付
期
間
 
7
月
1
8日

1
7
月
2
8日
 

《消
防
設
備
士
試
験
事
前
講
習
》
 

◇
と
き
 
7
月
2
7日
困
 
共
通
法
令
 

◇
と
き
 
7
月
2
8日
岡
 
構
造
整
備
等
 

◇
会
場
 
青
森
市
 

◇
受
付
期
間
 
7
月
5
日
1
7
月
1
8日
 

合
同
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ
 

市
民
課
 

内
線
2
2
0
 

五
所
川
原
市
街
ぐ
る
み
人
権
啓
発
活

動
事
業
推
進
協
議
会
で
は
、
人
権
相
談
、
 

行
政
相
談
、
法
律
相
談
の
合
同
相
談
所

を
開
設
い
た
し
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。
 

法
律
相
談
に
つ
い
て
は
、事
前
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

◇
日
 
時
 
7
月
2
0日
困
 
1
0時
3
0分
 

ー
1
5時
 

◇
場
 
所
 
ェ
ル
ム
の
街
s
c
2
階

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ

ー
 

〔精
進
料
理
教
室
〕
 

●

7
月
2
2日
田
 
9
時
3
0分
ー
1
2時
3
0
 

分
 

◇
講
 
師
 
竹
林
恵
子
さ
ん
 1

0時
3
0分
 

市
民
民
謡
教
室
の
お
知
ら
せ
 

教
育
委
員
会
生涯
学
習課
内
線
5
5
6
 

ー
創
作
民
謡
をう
た
お
う
 

初
心
者
大
歓
迎
ー
 

◇
講
 
師
 
長
尾
武
一
さ
ん
（
市伝
統
 

文
化
功
労
賞
受
賞
者
）
 

◇
対
象
者
 
ど
な
た
で
も
（
受
講
料
無
 

料
）
 

◇
会
 
場
 
中
央
公
民
館
（
直
接
お
出
 

厚
生
年
金
に
関
す
る
 

相
談
の
お
知
ら
せ
 

弘
前
社
会
保
険
事
務
所
 

公
0
1
7
2
(
2
7)
1
3
1
0
 

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
 

医
療
費
給
付
受
給
資
格
の
更
新
 

福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課
 

児
童
家
庭
係
 
内
線

5
4
6
 

制
度
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
 

病
院
や
公
的
機
関
へ
の
用
事
、
研
修
 

◇
更
新
手
続
き
（
既
に
受
給
さ
れ
て
い
 

や
講
演
な
ど
の
社
会
参
加
促
進
の
た
め
 

る
方
は
次
の
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）
 
の
外出
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
原
則
と
 

●

受
給
資
格
通
知
書

・
保
険
証

・
印
鑑
 
し
て
、
市
内
の
外
出
に
限
り
ま
す
。
 

●

所
得
等
証
明
書
（
平
成
1
2年
度
）
 

◇
利
用
時
間
 

◇
期
間
 
7
月
3
日
囲
1
7
月
1
0日
囲
 
年
末

年
始
を
除
く
毎
日
。
午
前
9
時
 

◇
対
象
者
 
か

ら
1
7時
ま
で
ご
利
用
で
き
、
派
遣
時
 

●

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
父
又
は
母
が
扶
 
間

は
原
則
と
し
て
1
日
4
時
間
で
す
。
 

養
す
る
児
童
及
び
父
母
の
い
な
い
児
 
◇
申

請
方
法
 

童
（
満
1
8歳
ま
で
）
 

社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
る
申
請
書
で
 

●

右
記
の
児
童
を
養
育
す
る
父
又
は
母
 

外
出
す
る
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
お
申
 

（た
だ
し
、
自
己
負
担
が
1
0
0
0
 
込
み
く
だ
さ
い
。
 

円
）
 
◇
派
遺

手
数
料
 

◇
新
規
申
請
手
続き
（
新
規
の
方
は
次
 

利
用
さ
れ
る
方
の
前
年
の
所
得
によ
 

の
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）
 
り
、

1
時
間
当
た
り
最
高
9
5
0
円
か
 

●

保
険
証

・
印
鑑
 

ら
0
円
ま
で
に
な
り
ま
す
。
 

●

所
得
等
証
明
書

（平
成
1
2年
度
）
 
＊
手
数

料
以
外
の
外
出
に
か
か
る
交通
 

◇
申
請
は
随
時
受
付
け
し
て
い
ま
す
。
 

費
等
は
、
利
用
者
負
担
に
な
り
ま
す
。
 5
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》
 

'
 

堂
，

こ
i

製

・L
執
芦
t
F
 ‘
ー
 

弘
前
社
会
保
険
事
務
所
で
は
毎
月
一

回
、
第
4
水
曜
日
に
厚
生
年
金
に
関
す

る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

年
金
手
帳
、
年
金
証
書
な
ど
持
参
の

上
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
お

早
め
に
ど
う
ぞ
。
 

◆
日
程
 
7
月
2
6日
困
、
9
月
2
7日
困

◆
場
所
 
五
所
川
原
商
工
会館
（
J
R
 

五
所
川
原
駅
横
）
 

◆
時
間
 
1
1時

ー
1
4時
3
0分
 

※
8
月
の
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 
 

消
防
屯
所
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
に
「
い
て
 

五
所
川
原
市
消
防団
 

五
所
川
原
市
消
防
団
で
は
、
消
防
団

員
の
非
常
呼
集
訓
練
の
一
環
と
し
て
毎

月
1
5日
、
各
屯
所
の
サ
イ
レ
ン
を
一
斉

に
吹
鳴
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
 

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

●

4
月
か
ら
1
0月
ま
で
 
6
時
 

●

1
1月
か
ら
3
月
ま
で
 
7
時
 
 

か
け
く
だ
さ
い
）
 

◇
日
 
程
 

7
/
1
1因
・
2
5因
・
8
/
 

2
1囲
・
9
/
1
2因
・
2
6因

（8
月
の

開
催
日
に
注
意
）
 

◇
時
 
間
 
1
0時

ー
1
1時
3
0分
 

市
で
は
、
所
得
の
少
な
い
ひ
と
り
親

家
庭
等
の
医
療
費
の
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
に
よ
り
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
 

半
成
1
2年
4
月
か
ら
重
度
の
視
覚
障

害
者
や
脳
性
ま
ひ
等
全
身
性
の
障
害
を

持
つ
方
が
外
出
す
る
際
、
付
添
い
を
行

う
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。
 

◇
利
用
対
象
者
 

市
内
に
居
住
し
、
重
度
の
視
覚
障
害

者
や
脳
性
ま
ひ
等
全
身
性
の
障
害
を
も

つ
方
で
、外
出
の
際
に
適
当
な
付
添
い

が
必
要
な
方
。
 

◇
用
途
 



少
年
非
行
防
止

J
U
M
P
チ
ー
ム

の
シ
ソ
ボ
ル
マ

ー
ク
募
集
 

中
央
公

民
館
か
ら
の

お
知
ら
せ
 

胃
（3
5)
6
0
5
6
 

平
成
1
2年
度
 
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
 

五
所
川
原
市
地
域
集
会
各
地
域
日
程
」
 

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

表
 

程
 

日
 

◇
 

市
で
は
、
6
月
9
日
で
死
亡
事
故
ゼ
ロ
二
百
日
を
達
成
し
、
現
在
更
新
中
で
す
。
 

皆
さ
ん
交
通
事
故
に
は
、
気
を
つ
け
ま
し
よ
え
 

月
  

日
  

曜日 時 間 対象地区 開 	催 場 	所 

ク
I
  

マ
。
 
 

月
  

9:30'- 長橋地区 コミュニテイセンター長橋 

13:30- 松島地区 コミュニテイセンター松島 

4
工
 

火
  

13:30- 五所川原南 富士見コミュニテイセンター 

に
U
 
 

水
  

9:30- 栄地区 コミュニテイセンター栄 

13:30- 湊地 区 みなとコミュニテイセンター 

7
  

金
  

9:30-- 七和地区 コミュニテイセンター七和 

13:30- 梅沢地区 梅沢コミュニテイセンター 

10 月
  

9:30- 中川地区 コミュニテイセンター中川 

13:30-- 三好地区 コミュニテイセンター三好 

12 水
  

9:30- 小曲地区 農村婦人の家 

13:30- 五所川原如 中央コミュニテイセンター 

18 火
  

9:30- 毘沙,帳富地区 毘沙門・長富コミュニテイセンター 

13:30- 飯詰地区 コミュニテイセンター飯詰 

（平成12年6 月21日現在） 

交通安全は家庭から 

交通事故概況 

( ）内は、前年対比 

一運輪まゆったりハートにしっかり'\fl/トー 

青森県内 五所」順警察署管内 

発
生
  

4004 
(+332) 

166 
(+4) 

死
者
  

60 
(+15) 

0 
(-3) 

傷
者
 
 

5001 
(+545) 

205 

（士0) 

毎月 1 日は、 県民交通安全の日 

五所川原市交通安全対策協議会
五 所 川 原 警 察 署 

平成12年 7 月 1日 6 五所川原市役所 公35-2111 

青
森
県
警
察
本
部
で
は
、
青
森
県
少

年
補
導
協
力
員
等
連
絡
協
議
会
の
後
援

の
も
と
J
U
M
P
チ

ー
ム
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。
 

▽
募
集
締
切
 
7
月
2
4日
の
 

▽
応
募
方
法
 
A
4
版
の
用
紙
に
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
記
載
し
、
警
察
署
及

び
各
交
番
・
駐
在
所
備
え
付
け
の
応

募
票
を
添
付
の
う
え
、
五
所
川
原
警

察
署
生
活
安
全
課
又
は
各
交
番

・
駐

在
所
に
送
付
く
だ
さ
い
。
 

▽
表
彰
等
 
最
優
秀
賞
1
名
、
佳
作
若

干
名
を
表
彰
 

J
U
MP
と
は
Ju
ve
n
i
l

e
各
s
8
n
d
u
c
t
 

P
re
ve
n
t
i

o
n（少
年
非
行
防
止
）
の
頭文
字

を
と
り
、「少
年
非
行
防
止
」
と少
年
達
の
「飛

躍
」
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、中
・
高

校
生
によ
る
少
年
非行
防
止
サ
ポ
ー
トチ
ー
 

ム
に
つ
けら
れ
た
名
称
です
。
 

『
7
月
は

「
青
少
年の
非
行
問
題
に
】
 

【
 

取
り
組
む
全
国
強
調
月
間
」
』
 

薬
物
乱
用
防
止
広
報
車
J
U
M
P
号

が
エ
ル
ム
に
来
ま
す
の
で
皆
さ
ん
お
い

で
く
だ
さ
い
。
 

▽
7
月
9
日
⑧
 
1
0時
5
正
午
 

エ
ル
ム
s
c
中
央
入
り
ロ
前
 

▽
主
な
内
容
 
薬
物
乱
用
防
止
ビ
デ
オ

放
映
や
パ
ソ
コ
ン
等
の
体
験
 
 

あ
な
た
の

声
で
 

「輝
＜
あ
お
も

り
新
時
代
」
を
ー
 

「あ
お
も
り
2
1百人
委
員会
」
委
員
募
集
 

県
庁
企
画
部

政
策
推
進
室
 

容
0
1
7
(
7
34
)
9
1
3
8
 

県
で
は
、
2
1世
紀
の
「
輝
く
あ
お
も

り
新
時
代
」
を
築
く
た
め
県
民
の
皆
様

の
声
を
県
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
「
あ

お
も
り
2
1百
人
委
員
会
」
の
第
6
期
委

員
を
募
集
し
ま
す
。
 

▽
募
集
期
間
 
7
月
3
日
の
5
2
4日
の

▽
応
募
資
格
 
県
内
に
在
住
す
る
満
1
8
 

歳
以
上
の
方
（
た
だ
し
、
議
員
、
教

育

・
医
療
関
係
以
外
の
公
務
員
、
県

政
モ
ニ
タ
ー
な
ど
の
方
を
除
く
）
 

▽
募
集
人
員
 
2
5人
程
度
 

▽
委
嘱
期
間
 
平
成
1
2年9
月
か
ら2
年
間

▽
仕
事
内
容
 
委
員
会
等
に
出
席
し
 

（
年5
回
程
度
）
、
県
政
に
対
し
て

意
見

・
提
言
を
述
べ
る
 

▽
謝
礼
等
 

①
1
年
ご
と
に
記
念
品
を
贈
呈
 

②
委
員
会
等
に
出
席
す
る
た
め
の
旅

費
を
支
給
 

▽
応
募
方
法
 
は
が
き
に
、
住
所
、
氏

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
性
別
、
生
年
月

日
、
職
業
、
電
話
番
号
、
応
募
理
由
 

（県
政
に
対
す
る
意
見
等
）
を
記
入

の
う
え
、一
「8
？
昌

7
o
青
森
県
企
画

部
政
策
推
進
室

（
住
所
記
載不
要
）
 

あ
て
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

「み
ん
な
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
展
示
紹
介

▽
7
月
1
6日
ま
で
 

2
・
3
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

神
秀
次
郎
写
真
展
（
岩
木
山
を
テ

ー
 

マ
に
し
た
写
真
展
で
す
）
 

※
み
ん
な
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
希
望
の

方
は
、
お
気
軽
に
中
央
公
民
館
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

市
民

講

座
案
内
 

◇
テ
ー
マ
 
「
我
が
ス
キ
ー
人
生
」
 

5
一
一
度
の
オ
リ
ン
ピ
ック
よ
り
5
 

●

7
月
1
2日
困
 
1
0時
5
1
1時
3
0分

市
中
央
公
民
館
 
大
ホ
ー
ル

◇
講
師
 

金
木
町
教
育
委
員
会
古

川
純
一

氏

◇
対
象
者
 
ど
な
た
で
も
（
無
料
）
 

◇
内
容
 
ス
キ
ー
複
合
選
手
と
し
て
、
 

リ
レ
ハ
ン
メ
ル
・
長
野
と
二
度
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
し
た
古
川
さ
ん

が
そ
の
ス
キ
ー
競
技
人
生
を
興
味
深

く
語
ら
れ
ま
す
。
 

7月31日（月）は

固定資産税2期

国民健康保険保税第1期

の納期限です。 
お手元の納付書を

確認し、期限内に

納めましょう。 

'
 

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

表
 

程
 

日
 

◇
 

市
で
は
、
6
月
9
日
で
死
亡
事
故
ゼ
ロ
二
百
日
を
達
成
し
、
現
在
更
新
中
で
す
。
 

皆
さ
ん
交
通
事
故
に
は
、
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

月
  

日
  

曜日 時 間 対象地区 開 	催 	場 	所 

【I
  

n
く
リ
 

月
  

9:3O- 長橋地区 コミュニテイセンター長橋 

13:30- 松島地区 コミュニテイセンター松島 

4
  

火
  

13:30- 五所川原南 富士見コミュニテイセンター 

に

J
 
 

水
  

9:30- 栄地区 コミュニテイセンター栄 

13:30- 湊地 区 みなとコミュニテイセンター 

7
  
A
 

 

9:30- 七和地区 コミュニテイセンター七和 
立
  13:30- 梅沢地区 梅沢コミニに二テイセンター 

10 月
  

9:30- 中川地区 コミュニテイセンター中川 

13:30- 三好地区 コミュニテイセンター三好 

12 水
  

9:30-- 小曲地区 農村婦人の家 

13:30- 五所川原如 中央コミュニテイセンター 

18 火
  

9:30- 毘沙「張富駆 毘沙門・長富コミュニテイセンター 

13:30-- 飯詰地区 コミュニテイセンター飯詰 

( ）内は、前年対比 

交通安全は家庭から 

交通事故概況 
（平成12年6 月21日現在） 

毎月 1 日は、 県民交通安全の日 

青森県内 五所I順警察署管内 

発
生
  

4004 
(+332) 

166 
(+4) 

死

者
  

60 
(+ 15) 

0 
(-3) 

傷

者
  

5001 
(+545) 

205 

（土0) 

―運輸まゆったりハートにしっかりNレトー 

五所川原市交通安全対策協議会
五 所 川 原 警 察 署 

平成12年 7 月 1日  6 

少
年
非
行
防
止

J
U
M
P
チ
ー
ム

の
シ
ソ
ボ
ル
マ

ー
ク
募
集
 

青
森
県
警
察
本
部
で
は
、
青
森
県
少

年
補
導
協
力
員
等
連
絡
協
議
会
の
後
援

の
も
と
J
U
M
P
チ
ー
ム
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。
 

▽
募
集
締
切
 
7
月
2
4
 

▽
応
募
方
法
 
A
4
版
の
用
紙
に
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
記
載
し
、
警
察
署
及

び
各
交
番

・
駐
在
所
備
え
付
け
の
応

募
票
を
添
付
の
う
え
、
五
所
川
原
警

察
署
生
活
安
全
課
又
は
各
交
番

・
駐

在
所
に
送
付
く
だ
さ
い
。
 

▽
表
彰
等
 
最
優
秀
賞
1
名
、
佳
作
若

干
名
を
表
彰
 

J
U
M
P
と
は
Ju
ve
n」e
く
is8
n
du
c
t
 

P
re
ve
n
t
i

o
n（少
年
非
行
防止
）
の頭
文
字

を
と
り
、「少
年
非
行
防
止
」
と少
年
達
の
「飛

躍
」
の
意
味が
込
め
られ
て
お
り
、中
・
高

校
生
によ
る
少年
非
行
防
止
サ
ポー
ト
チ
ー
 

ム
に
つ
け
られ
た
名
称
で
す
。
 

『
7
月
は
「
青
少
年
の
非
行
問
題
に
】
 

【
 

取
り
組
む
全
国
強
調
月
間
」
』
 

薬
物
乱
用
防
止
広
報
車
J
U
M
P
号

が
エ
ル
ム
に
来
ま
す
の
で
皆
さ
ん
お
い

で
く
だ
さ
い
。
 

▽
7
月
9
日
⑧
 
1
0時
、
正
午
 

エ
ル
ム
s
C
中
央
入
り
ロ
前
 

▽
主
な
内
容
 
薬
物
乱
用
防
止
ビ
デ
オ

放
映
や
パ
ソ
コ
ン
等
の
体
験
 
 

あ
な
た

の
声
で
 

「輝
＜
あ
お
も
り
新
時
代
」
を
ー
 

「あ
お
も
り
2
1百人
委
員
会
」
委
員
募
集
 

県
庁
企
画

部
政
策
推
進
室
 

容
0
1
7
(
7
34
)9
1
3
8
 

県
で
は
、
2
1世
紀
の
「
輝
く
あ
お
も

り
新
時
代
」
を
築
く
た
め
県
民
の
皆
様

の
声
を
県
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
「
あ

お
も
り
2
1百
人
委
員
会
」
の
第
6
期
委

員
を
募
集
し
ま
す
。
 

▽
募
集
期
間
 
7
月
3
日
の

5
2
4日
の

▽
応
募
資
格
 
県
内
に
在
住
す
る
満
1
8
 

歳
以
上
の
方
（
た
だ
し
、
議
員
、
教

育
・
医
療
関
係
以
外
の
公
務
員
、
県

政
モ
ニ
タ
ー
な
ど
の
方
を
除
く
）
 

▽
募
集
人
員
 
2
5人
程
度
 

▽
委
嘱
期
間
 
平
成
1
2年9
月
か
ら2
年
間

▽
仕
事
内
容
 
委
員
会
等
に
出
席
し
 

（
年5
回
程
度
）
、
県
政
に
対
し
て

意
見

・
提
言
を
述
べ
る
 

▽
謝
礼
等
 

①
1
年
ご
と
に
記
念
品
を
贈
呈
 

②
委
員
会
等
に
出
席
す
る
た
め
の
旅

費
を
支
給
 

▽
応
募
方
法
 
は
が
き
に
、
住
所
、
氏

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
性
別
、
生
年
月

日
、
職
業
、
電
話
番
号
、
応
募
理
由
 

（県
政
に
対
す
る
意
見
等
）
を
記
入

の
う
え
、
一
「8
？
昌

7
o
青
森
県
企
画

部
政
策
推
進
室
（
住
所
記
載
不
要
）
 

あ
て
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

「
みん
な
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
展
示
紹
介

▽
7
月
1
6日
ま
で
 

2
・
3
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

神
秀
次
郎
写
真
展
（
岩
木
山
を
テ

ー
 

マ
に
し
た
写
真
展
で
す
）
 

※
み
ん
な
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
希
望
の

方
は
、
お
気
軽
に
中
央
公
民
館
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

市
民

講

座
案
内
 

◇
テ

ー
マ
 

「
我
が
スキ
ー
人
生
」
 

5
一
一
度の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
よ
り
5
 

●

7
月
1
2日
困
 
1
0時
5
1
1時
3
0分

市
中
央
公
民
館
 
大
ホ
ー
ル

◇
講
師
 

金
木
町
教
育
委
員
会
古

川
純
一
氏

◇
対
象
者
 
ど
な
た
で
も

（
無
料）
 

◇
内
容
 
ス
キ
ー
複
合
選
手
と
し
て
、
 

リ
レ
ハ
ン
メ
ル
・
長
野
と
二
度
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
し
た
古
川
さ
ん

が
そ
の
ス
キ
ー
競
技
人
生
を
興
味
深

く
語
ら
れ
ま
す
。
 

   

 

《
（3
5)6
0
5
6
 

 

中
央
公

民
館
か
ら

の
お
知
ら

せ
 

    

平
成
1
2年
度
 
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
 

五
所
川
原
市
地
域
集
会
各
地
域
日
程
 

7 月31日（月）は

固定資産税 2 期

国民健康保険保税第潮

の納期限です。 
お手元の納付書を

確認し、期限内に

納めましょう。 

五所川原市役所 '35-2111 

'
 

》
 



嗣
屍
ザ
 ロ 

ン
 

津
軽
金
山
焼
 

第

8
回
夏
の
陶

器
祭
り
 

津
軽
金
山

焼
窯
業
協
同
組
合
 

公
（
2
9)
3
3
5
0
 

第
一
回
中
央
コ
ミ
セ
ン
祭
り
 

骨
董
 
蚤
の

市
 

事
務
局
 
。
（3
4)
2
0
6
4

・
神
 

第
1
0回
ご
し
よ
が
わ
ら
 

花
菖
蒲
せ
せ
ら
ぎ
ま
つ
り
 

ご
し
ょ
が
わ
ら
花
菖
蒲
せ
せ
ら
ぎ
 

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
 

容
（3
5)
3
2
7
5

・
江
良
 

◇
7
月
1
6日
同
 
1
0時

ー
1
6時
 

◇
場
所
 
中
央
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
 

◇
主
な
イ
び
ノ
ト
 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
 

9
時
3
0分
 

◇
骨
董
市
5
店
参
加
 

◇
蚤
の
市

（
フ
リ
ー
マー
ケ
ッ
ト
）
 

1
0時

ー
1
6時
 

◇
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
上
映
 

ハ
ル
ニ
レ
と
と
も
に
1
0時
、1
2時
、1
4時
 

◇
遊
び
の
天
才
（
0
才

、
m
才
ま
で
）
 

青
森
県
選
手
権
大
会
 
1
3時

、
1
5時
 

目
（ァ
イ
）標
（
マ
ー
ク
）
落
し（
ダウ
ン
）
 

〇
ビ
ー
玉
、
パ
ー
、
ビ
ダ
三
種
競
技
 

◇
7
月
9
日
同
 

市
役
所
裏
駐
車
場
8
時
2
0分
集
合
 

8
時
4
0分
出
発
1
5時
頃
帰
着
予
定
 

◇
コ
ー
ス
 

津
軽
富
士
見
湖
往
復
 
2
5キ
ロ
 

◇
参
加
資
格
 
健
康
で
2
5キ
ロ
程
度
歩
 

け
る
方
 

◇
事
前
申
込
不
要
 

◇
参
加
料
 
無
料
 

◇
小
雨
決
行
 

◇
持
参
す
る
も
の
 
昼
食
、
水
、
敷
物
、
 

雨
具
な
ど
 

6
9品
種
、
5
万
本
の
花
菖
蒲
が
咲
き

誇
る
菊
ケ
丘
水
郷
公
園
に
遊
び
に
来
て

み
ま
せ
ん
か
。
 

◇
7
月
7
日
岡
、
9
日
同
 

菊
ケ
丘
水
郷
公
園
 

◇
開
催
イ
ベ
ン
ト
 

カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
竜
巳
憲
ニ
シ
ョ
ー
、
野
点
、
出

店
、
歴
史
民
俗
資
料
館
無
料
開
放
、
 

保
育
園
児
・
小
学
生
に
よ
る
写
生
大

会
な
ど
 

※
詳
し
い
こ
と
は
事
務
局
ま
で
お
間
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

ピ
ン
ポ
ン
し
ま
せ
ん
か
 

童
謡
を
歌
う
会
メ
ン
パ
ー
募
集
 

津
軽
金
山
焼
に
あ
る
3
つ
の
登
り
窯

か
ら
2
日
連
続
で
窯
出
し
さ
れ
る
1
万

点
の
作
品
を
見
に
来
ま
せ
ん
か
。
 

◇
7
月
8
日
田
 
9
時
ー
2
1時
 

新
登
り
窯
々
出
し
即
売
会
（1
0時
）
、
 

穴
登
り
窯
々
出
し
即
売
会
（1
3時
）
、
 

陶
幻
郷
コ
ン
サ
ー
ト
（1
8時
）
 

◇
7
月
9
日
同
 
9
時

ー
1
7時
 

大
登
り
窯
々
出
し
即
売
会
（
1
0時
）
、
 

◇
そ
の
他
 
い
け
ば
な
龍
生
派
有
志
野

外
展
、
遠
州
流
花
展
、
陶
芸
教
室
、
 

電
動
ろ
く
ろ
体
験
な
ど
 

容
（3
5)
2
5
0
6

・
原
田
 

新
し
く
童
謡
を
歌
う
会
を
結
成
し
ま

し
た
。
童
謡
を
聞
く
だ
け
で
な
く
積
極

的
に
歌
っ
て
 
「
純粋
な
心
の
世
界
」
 
に

浸
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

結
成
式
を
働
く
婦
人
の
家
で
行
い
ま

す
の
で
参
加
す
る
方
は
、
原
田
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
講
師
は
、
蝦
名
昭
逸

先
生
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

/
 

6月15日号五所川原市 
観光協会ニュース 

“ガッパ”のお詫びと訂正 
立侯武多「わくわく元気隊」募集

の中で、コンテスト参加のための

講習会を 7 月1日から毎週月・金・

土の午後 7 時から 8 時30分まで開

催と掲載しましたが、会場の都合

上、下記のとおり日程が変更とな

りましたので紙面をお借りして訂

正いたします。 

◇講習会開催日 

7 月 5 日（水）・ 9 日（日）・ 10日（月） 

14日徐）・ 15日（土）・ 17日（月）・ 
21日（金）・ 25日因・26日困 

◇開催場所 五所川原市中央公民館

◇開催時問 午後 7 時から 

午後 8 時30分までト

◇お問合せ 囲五所川原市観光協会

廿38-1515 

7
月
の
歩
こ
う
会
 

五
所
川
原
歩
け
歩
け
の
会
 

容
（3
5)1
6
6
6
・
藤
本
 

西
北
中
央
病
院
小
児
科
 

荒
井
宏
治
先
生
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ク
リ
ニ
ツ
ク
 

一尋
麻
疹
（
じ
ん
ま
し
ん
）
 

皮
膚
症
状
の
み
であ
れ
ば
、
あ
ま
り
神
経
質
に
な
ら
な
い
で
、か
ぜ
な
ど
の
感
染
症

が
背
景
に
あ
る
こ
と
が
多
い
。
 

3
歳
の
女
の
子
が
、
は
じ
め
て
葬
麻
疹
が
で
た
と
の
こ
と
で
救
急
外
来
に
来
ま
し
た
。
 

お
腹
と
太
も
も
の
ま
わ
り
に
地
図
の
よ
う
な
形
を
し
た
赤
い
発
疹
が
広
が
り
、
目
が
充

血
、
耳
た
ぶ
も
赤
く
な
っ
て
か
ゆ
が
っ
て
い
ま
す
が
、
呼
吸
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

暮
麻
疹
は
、
か
ゆ
み
を
伴
っ
た
突
然
の
発
疹
で
始
ま
り
ま
す
が
、
多
く
は
す
ぐ
消
え

ま
す
。
し
か
し
、
な
か
に
は
体
全
体
や
腸
、
気
管
、
そ
し
て
の
ど
が
む
く
ん
だ
り
し
て

危
険
な
状
態
に
な
り
う
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
 一
度
よ
く
な
っ
た
よ
う
に
み
え

て
も
、
す
ぐ
再
発
し
た
り
し
て
だ
ら
だ
ら
続
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
食
べ
物
が
原
因
と

し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
重
要
な
の
は
か
ぜ
と
か
下
痢
が
2
、
3
日
前
か

ら
あ
っ
た
と
い
う
子
ど
も
が
7
0パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

ア
レ
ル
ギ
ー
素
因
が
も
と
も
と
あ
る
人
が
、
さ
ら
に
か
ぜ
な
ど
の
感
染
症
に
か
か
る

こ
と
に
よ
り
体
の
免
疫
状
態
が
不
安
定
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
食
べ

物
に
つ
い
て
も
敏
感
な
状
態
に
な
り
募
麻
疹
の
症
状
を
引
き
起
こ
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
奪
麻
疹
が
で
き
て
も
、
皮
膚
症
状
だ
け
で
あ
れ
ば
、
あ
ま
り
神

経
質
に
な
ら
な
く
て
も
よ
く
、
か
ぜ
な
ど
が
直
れ
ば
募
麻
疹
も
自
然
と
消
え
ま
す
。
 

五
所
川
原
卓

球
愛
好
会
 

公
（3
5)
8
2
9
2

・
栄
利
 

初
心
者
か
ら
経
験
者
、
若
者
か
ら
7
0
 

歳
台
の
男
女
が
、
 一
流
の
コ
ー
チ
の
も

と
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
、
晴
れ
や

か
な
笑
顔
で
卓
球
（
ラ
ー
ジ
卓
球
も
）
 

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
 

◇
毎
週
火

・
木
曜
日
 
9
時

ー
1
2時

市
民
体
育
館
 

◇
会
費
 
月
額

7
0
0
円
 

7 平成12年 7 月1日 	五所川原市役所 公35-2111 

市
屍
サ
 
ン
 

ロ 第
一
回
中
央
コ
ミ
セ
ン
祭
り

骨
董
 
蚤

の

市
 

事
務
局
 
胃
（3
4)
2
0
6
4

・
神
 

◇
7
月
9
日
同
 

市
役
所
裏
駐
車
場
8
時
2
0分
集
合
 

8
時
4
0分
出
発
1
5時
頃
帰
着
予
定
 

第
1
0回
ご
し
よ
が
わ
ら
 

花
菖
蒲
せ
せ
ら
ぎま
つ
り
 

ご
し
ょ
が
わ
ら
花
菖
蒲
せ
せ
ら
ぎ
 

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
 

容
（3
5)
3
2
7
5

・
江
良
 

1
0時

ー
1
6時
 

◇
7
月
1
6日
同
 

◇
場
所
 
中
央
コ
ミ
ュニ
テ
ィセ
ン
タ
ー
 
◇
コ
ー

ス
 

◇
主
な
イ
ベ
ン
ト
 

津
軽
富
士
見
湖
往
復
 
2
5キ
ロ
 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ー
ーー

 

◇
参
加
資
格
 
健
康
で
2
5キ
ロ
程
度
歩
 

9
時
3
0分
 

け
る
方
 

◇
骨
董
市
5
店
参
加
 

◇
事
前
申
込
不
要
 

◇
蜜
の
市

（フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
 

◇
参
加
料
 
無
料
 

1
0時

、
1
6時
 

◇
小
雨
決
行
 

◇
ミ
子
ソ
ア
タ
ー
上
映
 

◇
持
参
す
る
も
の
 
昼
食
、
水
、
敷
物
、
 

ハ
ル
ニ
レ
と
と
も
に
1
0時

1
2時
、1
4時
 

雨
具
な
ど
 

津
軽
金
山
焼
 

第
8
回
夏
の
陶
器
祭
り
 

津
軽
金
山

焼
窯
業

協
同
組
合
 

公
（2
9)
3
3
5
0
 

6
9品
種
、
5
万
本
の
花
菖
蒲
が
咲
き

誇
る
菊
ケ
丘
水
郷
公
園
に
遊
び
に
来
て

み
ま
せ
ん
か
。
 

◇
7
月
7
日
岡

、
9
日
同
 

菊
ケ
丘
水
郷
公
園
 

◇
開
催
イ
ベ
ン
ト
 

カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
竜
巳
憲
ニ
シ
ョ
ー
、
野
点
、
出

店
、
歴
史
民
俗
資
料
館
無
料
開
放
、
 

保
育
園
児
・
小
学
生
に
よ
る
写
生
大

会
な
ど
 

※
詳
し
い
こ
と
は
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

童
謡
を
歌
う
会
メ
ン
バ
ー
募
集
 

容
（3
5)
2
5
0
6

・
原
田
 

新
し
く
童
謡
を
歌
う
会
を
結
成
し
ま
 
初
心
者
か

ら
経
験
者
、
若
者
か
ら
7
0
 

し
た
。
童
謡
を
聞
く
だ
け
で
な
く
積
極
 
歳
台
の
男
女
が
、
 一
流
の
コ
ー
チ
の
も

的
に
歌
っ
て
 「
純
粋
な心
の
世
界
」
 
に
 と
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
、
晴
れ
や
 

浸
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

か
な
笑
顔
で
卓
球
（
ラ
ー
ジ
卓
球
も
）
 

結
成
式
を
働
く
婦
人
の
家
で
行
い
ま
 
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
 

す
の
で
参
加
す
る
方
は
、
原
田
ま
で
ご
 
◇
毎
週
火

・
木
曜
日
 
9
時

、
1
2時
 

連
絡
く
だ
さ
い
。
講
師
は
、
蝦
名
昭
逸
 

市
民
体
育
館
 

先
生
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

◇
会
費
 
月
額
 7
0
0
円
 

イ
 

S月15日号五所川原市 

観光協会ニュース 

“ガッパ”のお詫びと訂正 

立侵武多「わくわく元気隊」募集

の中で、コンテスト参加のための

講習会を 7 月1日から毎週月・金・

土の午後 7 時から 8 時30分まで開

催と掲載しましたが、会場の都合

上、下記のとおり日程が変更とな

りましたので紙面をお借りして訂

正いたします。 

◇講習会開催日 

7 月 5 日困・ 9 日（日）・ 10日（月） 

14日（金）・ 15日（土）・ 17日（月）・ 
21日（金）・ 25日因・26日困 
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◇開催時間 午後 7 時から 

午後 8 時30分まてる

◇お問合せ 囲五所川原市観光協会

呑38-1515 

五
所
川
原
卓
球
愛
好

会
 

容
（3
5)
8
2
9
2

・
栄
利
 

津
軽
金
山
焼
に
あ
る
3
つ
の
登
り
窯

か
ら
2
日
連
続
で
窯
出
し
さ
れ
る
1
万

点
の
作
品
を
見
に
来
ま
せ
ん
か
。
 

◇
7
月
8
日
田
 
9
時

ー
2
1時
 

新
登
り
窯
々
出
し
即
売
会
（1
0時
）
、
 

穴
登
り
窯
々
出
し
即
売
会
（1
3時
）
、
 

陶
幻
郷
コ
ン
サ
ー
ト
（1
8時
）
 

◇
7
月
9
日
同
 
9
時

、
1
7時
 

大
登
り
窯
々
出
し
即
売
会
（
1
0時
）
、
 

◇
そ
の
他
 
い
け
ば
な
龍
生
派
有
志
野

外
展
、
遠
州
流
花
展
、
陶
芸
教
室
、
 

電
動
ろ
く
ろ
体
験
な
ど
 

7
月
の
歩
こ
う
会
 

五
所
川
原
歩
け

歩
け

の
会
 

。
（3
5)
1
6
6
6

・
藤
本
 

西
北
中
央
病
院
小
児
科
 

荒
井
宏
治
先
生
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ク
リ
ニ
ツ
ク
 

一尋
麻
疹
（
じ
ん
ま
し
ん
）
 

皮
膚
症
状
の
み
で
あ
れ
ば
、
あ
ま
り
神
経
質
に
な
ら
な
い
で
、
か
ぜ
な
ど
の
感
染
症

が
背
景
に
あ
る
こ
と
が
多
い
。
 

3
歳
の
女
の
子
が
、
は
じ
め
て
奪
麻
疹
が
で
た
と
の
こ
と
で
救
急
外
来
に
来
ま
し
た
。
 

お
腹
と
太
も
も
の
ま
わ
り
に
地
図
の
よ
う
な
形
を
し
た
赤
い
発
疹
が
広
が
り
、
目
が
充

血
、
耳
た
ぶ
も
赤
く
な
っ
て
か
ゆ
が
っ
て
い
ま
す
が
、
呼
吸
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

尊
麻
疹
は
、
か
ゆ
み
を
伴
っ
た
突
然
の
発
疹
で
始
ま
り
ま
す
が
、
多
く
は
す
ぐ
消
え

ま
す
。
し
か
し
、
な
か
に
は
体
全
体
や
腸
、
気
管
、
そ
し
て
の
ど
が
む
く
ん
だ
り
し
て

危
険
な
状
態
に
な
り
う
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
 一
度
よ
く
な
っ
た
よ
う
に
み
え

て
も
、
す
ぐ
再
発
し
た
り
し
て
だ
ら
だ
ら
続
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
食
べ
物
が
原
因
と

し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
重
要
な
の
は
か
ぜ
と
か
下
痢
が
2
、
3
日
前
か

ら
あ
っ
た
と
い
う
子
ど
も
が
7
0パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

ア
レ
ル
ギ
ー
素
因
が
も
と
も
と
あ
る
人
が
、
さ
ら
に
か
ぜ
な
ど
の
感
染
症
に
か
か
る

こ
と
に
よ
り
体
の
免
疫
状
態
が
不
安
定
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
食
べ

物
に
つ
い
て
も
敏
感
な
状
態
に
な
り
葬
麻
疹
の
症
状
を
引
き
起
こ
J
た
も
の
と
考
えら

れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
募
麻
疹
が
で
き
て
も
、
皮
膚
症
状
だ
け
であ
れ
ば
、
あ
ま
り
神

経
質
に
な
ら
な
く
て
も
よ
く
、
か
ぜ
な
ど
が
直
れ
ば
葬
麻
疹
も
自
然
と
消
え
ま
す
。
 

◇
遊
び
の
天
才

（0
才
、
期
才
ま
で
）
 

青
森
県
選
手
権
大
会
 
1
3時

、
1
5時

目
（ア
イ
）標
（
マ
ー
ク
）
落
し（
ダウ
ン
）
 

〇
ビ
ー
玉
、
パ
ー
、
ビ
ダ
三
種
競
技
 

ピ
ン
ポ
ン
し
ま
せ
ん
か
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平成12年度市民総合健診のお知らせ 
はつらつ女性課 内線234・236 

各地区での健診を次の日程で実施します。申し込みのあった方を対象として、健診2週間前 

までに健診のお知らせが届きます。 

なお、健診指定日を変更したい方は、必ず3日前までに連絡をしてください。 

月 日 曜 対 実施場所 

* 8/ 7 月 七和（俵元、原子、羽野木沢、持子沢、高野、前田野目） 
コミ二1一ニテイセンター 

七 	和 
8 火 七和（原子、持子沢、羽野木沢） 

9 水 七和（前田野目、高野、俵元） 

10 木 松島（金山、唐笠柳、水野尾） コミュニテイセンター 

松 	島 11 金 松島（米田、漆川、一野坪） 

17 木 長橋（浅井、福山、豊成、野里） コミュニテイセンター 

長 	橋 18 金 長橋（神山、松野木、戸沢） 

21 月 三好（鶴ケ岡、高瀬） コミュニテイセンター三好 

22 火 三好（藻川） 藻川コ ミ コーニテ イ

消 防 セ ン タ ー * 	23 水 三好（藻川） 

* 9/11 月 松島（吹畑、石岡一部、太刀打）、毘沙門（毘沙門、長富）、梅沢（梅田、中泉） 

保 健 セ ン タ ー 

* 	12 火 飯詰（飯詰、下岩崎） 

* 	13 水 栄 	（湊、姥蒐、稲実） 

* 	14 木 栄 	（広田、七ッ館） 

*10/ 2 月 鳥森、岩木町、川端町、本町、布屋町、弥生町、東町、大町、旭町、敷島町、雛田、上．中平井町 

3 火 小曲、松島町（1-- 8丁目） 

4 水 栄 	（広田、七ッ館）、毘沙門（毘沙門、長富） 

5 木 栄 	（湊、姥池、稲実） 

6 金 飯詰（飯詰、下岩崎） 

* 	16 月 下平井町、幾世森、寺町、柏原町、錦町、幾島町、末広町、新宮町、蘇鉄、芭蕉、若葉1-3丁目、長橋、橋元 

* 	17 火 小曲、中川（新宮、田川、種井、長橋、川山、沖飯詰、桜田） 

18 水 中川（新宮、田川、種井、長橋、川山、沖飯詰、桜田）、梅沢（梅田、中泉） 

19 木 寺町、柏原町、錦町、幾島町、末広町、新宮町、蘇鉄、芭蕉 

20 金 みどり町（1-8丁目） 

*11/ 1 水 みどり町（1-8丁目）、松島町（1--8丁目） 

* 	2 木 栄町、田町、蓮沼、不魚住、元町、鎌谷町、下り枝、八重菊、一ッ谷、新町、柳町 

6 月 雛詔、上．中‘下平井町、幾世森、松島（石岡一部） 

7 火 新町、柳町、岩木町、川端町、本町、布屋町、弥生町、東町、大町、旭町、敷島町 

8 水 若葉1-3丁目、長橋橋元、松島（太刀打、吹畑） 

9 木 鎌谷町、鳥森、下り枝、八重菊、一ッ谷 

10 金 栄町、田町、蓮沼、不魚住、元町 

29 月 全市内で子宮がん検診、乳がん・甲状腺検診だけ申し込んだ女性 

30 火 全市内で子宮カさん検診、乳がん・甲状腺検診だけ申し込んだ女性 

＊印は男性中心の健診日 
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五所川原市役所 '35-2111 9 平成12年 7 月1日 

月の催し物案内 
TEL33-21 11 

オルテンシア 7 
ふるさと交流留民センタ一 

日
  

曜日 催 	し 	物 開演 入場料 日
  

曜日 催 	し 	物 開演 入場料 

大
 
ホ
 

ー
 
ル
 
 

n乙
  

［
口
 

第42回青森県吹奏楽コンクー)レ 

弘前地区大会 小学校の部 
14:00 当日 	500円 

小
 

ホ
 

ー
 
ル
 
 

1 土 エイボンフエア 10:00 無 料 

8 土 トーオーャマハ 

ピアノ エレクトーン発表会 
10:00 無 料 

4
  

火
  

サエラ 

アコーステイックコンサート 
19:00 

前売 2,500円 
学勤 2,000円 
当日 3,000円 
学当 2,500円 

9 日 

13 木 曹洞宗梅花流西北五奉詠大会 9:30 関係者 

21 金
  

土
  

社会保険算定基礎届事務説明会 
q工加 

②13:30 
関係者 

r。
  

7
  

木
  
金
  

西北五 高等学校演劇鑑賞教室 
13:45 

関係者 ①9:45 
②13:30 22 

五所川原高校 音楽部 

第26回定期演奏会 
18:00 無 料 

13 木 新規高等学校卒業者合同職業講話会 13:30 関係者 

23 日
  

五所川原高校 吹奏楽部 

第21回定期演奏会 
17:00 無 料 

21 金 五所川原第一中学校 視聴覚教室 9:30 関係者 

22 土
  

火
  

日
 

『女たちの大平洋戦争』上映 

@10:30 

②13:30 

③19:00 

前売 1,200円 
（敵生肝） 800円 

当日 1,400円 
稿姓肝)1,000円 

25 火 平成12年度安全運転管理者等講習 10:00 関係者 

27 木 

シム・シメール2000年展 11:00 無 料 25 
第24回日本ピアノコンクール 

五所川原審査会 
10:00 無料 

28 金 
29 土 

30 チャリテイーカラオケ みちのく 13:00 入場料 800円 30 口
］
  

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
食
中
毒

に
気
を
つ
け
て
ー
 

「
に

、
 

、

「
 

一
 

、
 

一
  
）
 

、
 
ノ
 

ー
一
 、

 

ノ
ー
 

、
 

'
I
、
《
ー
一「N
一「
 

‘
一ー
、
馬
 

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
は
 

・

真
水
に
弱
い
の
で
あ
ら
か
じ
め
生
の

魚
、
貝
、
タ
コ
等
を
水
道
水
で
十
分

洗
っ
て
か
ら
、
調
理
し
ま
し
ょ
う
。
 

・

他
の
細
菌
に
比
べ
菌
の
増
え
る
ス
ピ
 

ー
ド
が
早
い
の
で
、
特
に
生
で
食
べ

る
魚
等
を
取
り
扱
う
場
合
は
、
調
理

前
後
に
は
5
で
以
下
に
冷
蔵
保
管
す

る
よ
う
に
し
、
調
理
は
手
早
く
行
い
、
 

調
理
後
は
早
め
に
食
べ
ま
し
ょ
え
 

・

熱
に
弱
い
の
で
、
魚
等
を
焼
い
た
り

煮
た
り
す
る
場
合
に
は
、
中
ま
で
十

分
に
熱
を
加
え
、
調
理
後
は
早
め
に

食
べ
ま
し
ょ
う
。
魚
等
の
調
理
に
使

用
し
た
ま
な
板
、
包
丁
、
ふ
き
ん
等

は
汚
れ
を
洗
い
落
と
し
た
後
に
、
執
一

湯
等
で
消
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催
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。
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献
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献
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。
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月の催し物案内 
TEL33-21 11 
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材料（ 4 人分） 

じゃがいも 	300g 出し汁 4カップ 

片栗粉 大さじ1とV2 （昆布、かつお節） 

冷やご飯 	70-'80g しょうゆ 

鶏肉 	 70g 	大さじ1と1/2 
ごぼう（ささがき） 50g 酒 

人参（いちょう切り）40g ※じゃがいもや野

大根（いちょう切り）50g 菜は皮付きのまま 

長葱（小口切り） 	40g 使うので良く洗っ 

干しいたけ（せん切り）3枚 てください。 

少しの工夫で意外に減

らせる生ごみ。エコク

ソキングは環境への配

慮をした調理法です。 

今と未来のために。 三森 敬子会長 

あなたも 
作ってみませんか こゴ⑨ 

ー」一 、」 ー 	ェコマーク 

クッキング③ 

五所月原市食生活改善推進員会 

⑧ 
エコマーク 

いもだんこ汁 I 

作り方 

①ボールにさらしを敷いたざるを置き、じゃ

がいもをすりおろす。軽く絞り、すり鉢で

する。 
②片栗粉、ご飯、ボールに沈んだでんぷんを

加え、更によくすって団子に丸め、茄でる。 

③出し汁でごぼう、人参、大根を茄で、柔ら

かくなったところで調味し②を加える。火

を止める直前にねぎをちらす。 

I"ニ二戸プニ~ I 
	 来麦最~ 医療当番I 匹 

月ノ日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

明2日 日
  

桂整形外科医院 五所川原市字弥生肌6-1 34 -3737 

7月9日 口
H
  

安斎レデイスクリニック 五所川原市字一ッ谷148 33-1103 

明16日 口
口
  

（医）旭生会 
兼平内科小児科医院 五所川原市字旭町55-2 35 -3167 

※注 1，対応時間 9:00-17:00（電話で確認してから）。 

2．その他、消防署（救急医療案内丑34-4999）で

紹介します。 

はつらつ女性課 内線 237 

はつらつ女性課内線234' 236 

献血のこ案内 

期 	日 時 	間 場 	 所 

7月 4日因 
10:00から 

16:00まで 
東芝メデイア機器株式会社 

成分献血の日 

7月10日（月） 

※予約制になっていますのて 

9:30から 

14:30まで 

働く婦人の家・ 

保健センタ1 1階 

はっらっ女性課へご連絡 
で、ご希望の方は、7月5日困までに、 
くださるようお願いいたします。 

7月19日困 
9:30から 

10:30まで 

毘沙門地区 白川商店 

協賛】五所川原市赤十字奉仕団毘沙門分団 

7月19日因 
11:00から 

12:00まで 

長富地区 
大久保製作所株式会社青森工場前 
協賛】五所川原市赤十字奉仕団長富分団 

7月19日（加 
13:30から 

15:30まで 
白生会胃腸病院前 

みんなの健康教室 
◆日 時・・7月28日金午後1時～2時まで 

◆場 所・・市保健センタ-3階ホール 

◆テーマ・・『最近の医師のあり方』（病気治療の為に） 

◆講 師・・中村登喜雄先生（中村整形外科医院） 

◆主 催・・北五医師会・五所川原市民保健協議会 

身も心もさっばりする健康相談 
～ ◆内 容・・・心の相談、病気の相談、血圧測定など保 

健婦が相談に応じます。 

◆持参するもの“・健康手帳（お持ちの方） 

開催場所 開催月日 開催時間 

石畑集会所 7月 7日岡 10 :30-12 :00 
コミュニテイセンターしきしま 7月10日明） 13 :00-15 :00 
尻無集会所 7月10日囲 13 :00-14 :30 
種井集会所 7月10日囲 10 :30-12 :00 
稲実集会所 7月17日明） 10 :30-12 :00 
北新集会所 7月17日（月） 12 :30-13 :30 
藻川コミュニテイ消防センター 7月17日（月） 11 :00-12 :30 
森の家（若葉） 7月18日因 10 :00-12 :00 
南新集会所 7月18日因 12 :30-13 :30 

成人の相談日 

開催場所 開催月日 開催時間 

働く婦人の家

保健センター 
7月12日困 

10 
13 

:00-12 
:00-15 

:00 
:00 

五所川原市役所 ft35-2111 
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少しの工夫で意外に減

らせる生ごみ。エコク

ッキングは環境への配

慮をした調理法です。 

今と未来のために。 三森 敬子会長 

テーマ 

．コニ．コ エコマーク 

クッキング③ 

五所川原市食生活改善推進員会 

いもだんご汁 I  

材料（ 4 人分） 

じゃがいも 	300g 出し汁 4カップ 

片栗粉 大さじ1と1/2 （昆布、かつお節） 

冷やご飯 	70-80g しょうゆ 

鶏肉 	 70g 大さじ1と1た 

ごぼう（ささがき） 50g 酒 

人参（いちょう切り）40g ※じゃがいもや野

大根（いちょう切り）50g 菜は皮付きのまま 

長葱（小口切り） 	40g 使うので良く洗っ 

干しいたけ（せん切り）3枚 てください。 

作り方 

①ボールにさらしを敷いたざるを置き、じゃ

がいもをすりおろす。軽く絞り、すり鉢で

する。 
②片栗粉、ご飯、ボールに沈んだでんぷんを

加え、更によくすって団子に丸め、茄でる。 

③出し汁でごぼう、人参、大根を茄で、柔ら

かくなったところで調味し②を加える。火

を止める直前にねぎをちらす。 

I DLプ7ニ~ ~ 
ョ ぬJ三~ 
口 ~逃z‘ンき I 医療当番~ 医  

ル日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

7月2日 日
  

桂整形外科医院 五所川原市字弥生町16-1 34 -3737 

7月9日 【日
 

安斎レデイスク 1にック 五所川原市字一ッ谷148 33- 1103 

7月16日 口
口
 
 

（医）旭生会 
兼平内科小児科医院 五所川原市字旭町55-2 35 -3 167 

※注 1．対応時間 9:00-17:00（電話で確認してから）。 

2．その他、消防署（救急医療案内か34-4999）で

紹介します。 

はつらつ女性課 内線237 

期 	日 時 	間 場 	 所 

7月 4日因 
10:00から 

16:00まで 
東芝メデイア機器株式会社 

成分献血の日 

7月10日田） 

※予約制になっていますのて 

9:30から 

14:30まで 

働く婦人の家・ 

保健センタ- 1階 

はっらっ女性課へご連絡 
了、ご希望の方は、7月5日困までに、 
くださるようお願いいたします。 

7月19日困 
9:30から 

10:30まで 

毘沙門地区 白川商店 

協賛】五所川原市赤十字奉仕団毘沙門分団 

7月19日困 
11:00から 

12:00まで 

長富地区 
大久保製作所株式会社青森工場前 
協賛五所り源市赤十字奉仕団長富分団 

7月19日因 
13:30から 

15:30まで 
白生会胃腸病院前 

みんなの健康教室 
◆日 時・・7月28日金午後1時～2時まで 

◆場 所・・市保健センタ-3階ホール 

◆テーマ・・『最近の医師のあり方』（病気治療の為に） 

◆講 師・・中村登喜雄先生（中村整形外科医院） 

◆主 催・・北五医師会・五所川原市民保健協議会 

身も心もさっばりする健康相談 
、 ◆内 容・・・心の相談、病気の相談、血圧測定など保 

健婦が相談に応じます。 

◆持参するもの・・・健康手帳（お持ちの方） 

開催場所 開催月日 開催時間 

石畑集会所 7月 7日（斜 10 :30-12 :00 
コミュニテイセンターしきしま 7月10日明） 13 :00~ 15 :00 
尻無集会所 7月10日囲 13 :00-14 :30 
種井集会所 7月10日（月） 10 :30-12 :00 
稲実集会所 7月17日明） 10 :30- 12 :00 
北新集会所 7月17日囲 12 :30-13 :30 
測廿コミュニテイ消防センター 7月17日（月） 11 :00-12 :30 
森の家（若葉） 7月18日因 10 :00-12 :00 
南新集会所 7月18日因 12 :30-13 :30 

成人の相談日 

開催場所 開催月日 開催時間 

働く婦人の家

保健センター 
7月12日困 

10 
13 

:00-12 
:00-15 

:00 
:00 

五所川原市役所 ft35-2111 
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